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りそな経済フラッシュ
（米国の金融不安？へのリスクシナリオ）

商業用不動産問題と米国金融不安に至る流れ

融資の返済が困難
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【②商業用不動産融資の残高】

商業用不動産向け融資は中小銀行が大半で、
大手銀行への影響は限定的

融資の
借り換え困難

借入金利の上昇

2024年 2月 22日
りそなHD 市場企画部

担当：苅谷

【①用途別の稼働率】
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稼働率の低下はオフィスのみに留まる

不動産需要が低下

借り換えが困難となり、債務不履行が増加
(2024~2028年に商業用不動産ローン2.8兆㌦が満期到来)

景気減速によって広範な用途に稼働率の低下がみられ、
不動産価格が急落 など

当局が金融機関へ規制強化(引当金の積み増し規制等)

インフレ再燃による再利上げや高金利環境長期化による
不良債権の一段の増加

金融機関の
株価下落・預金流出が加速

米国の金融不安に拡大、リスクオフへ
早期利下げ圧力も高まる

出所:Bloomberg

この流れが加速すれば
もしかすると…

リモートワーク普及

中小銀行･ノンバンクを
中心に株価下落・預金流出

一時的リスクオフが
発生

金融不安拡大のリスクシナリオ現状は中小銀行への影響に留まる公算

2024/2時点
今ココ！


